
我
孫
子
市
議
会
は
３
月
５
、

６
、
７
日
の
日
程
で
一
般
質
問

を
開
催
し
ま
し
た
。
質
問
し
た

の
は
会
派
を
代
表
し
て
６
人
。

個
人
質
問
が
６
人
の
計
12
人
。

記
憶
に
残
っ
た
の
は
身
近
な

問
題
と
し
て
、
五
本
松
運
動
広

場
の
サ
ッ
カ
ー
場
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、

陸
上
競
技
場
の
整
備
が
今
年

度
か
ら
始
ま
り
二
年
後
に
は
使

用
で
き
る
予
定
だ
と
い
う
当
局

の
答
弁
で
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

プ
場
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

と
の
一
体
的
利
用
で
冬
期
キ
ャ

ン
プ
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
市

民
要
望
に
添
っ
た
対
応
を
し
た

い
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

市
の
大
型
事
業
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
、
旧
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
跡
地
への
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
初
予
定
に
比

べ
て
資
材
や
労
賃
が
高
騰
し
て

建
設
費
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と

か
ら
、
議
会
の
提
案
な
ど
も
踏

ま
え
て
再
検
討
す
る
と
の
当
局

の
答
弁
で
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
質
問
で
は
、
我
孫

子
市
の
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
の
先

進
的
な
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
き
た
こ
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
、
市
内
の
外
国

人
が
増
加
し
て
い
る
問
題
で
は
、

ゴ
ミ
の
分
別
、
外
国
人
へ
の
災
害

時
の
対
応
、
子
ど
も
の
教
育
問

題
、
そ
れ
に
携
わ
る
教
員
の
負

担
や
そ
の
負
担
軽
減
策
な
ど
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
我
孫
子

の
人
口
は
や
や
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
要

因
は
外
国
人
の
転
入
で
あ
る
と

い
わ
れ
、
外
国
人
の
人
数
は
現

在
３
６
４
６
人
、
50
カ
国
以
上

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
対

策
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
中
国
語
、

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
８

カ
国
語
の
ご
み
出
し
の
説
明
書

を
出
し
て
い
る
こ
と
や
市
の
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
で
知
ら
せ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

新
年
度
予
算
に
関
連
し
て
は
、

市
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
、

人
口
を
ど
う
し
た
ら
増
や
せ

る
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
増
や

す
工
夫
な
ど
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
た
、
歳
入
不
足
の
際
に

使
わ
れ
る
財
政
調
整
基
金
は

ど
の
く
ら
い
が
適
正
か
と
い
う

質
問
に
は
、
財
政
部
長
は
約
２

５
億
円
と
答
弁
。

教
育
の
問
題
も
多
く
の
議
員

が
質
問
し
ま
し
た
。
特
に
小
中

学
校
の
不
登
校
児
童
へ
の
対
応

策
な
ど
。

岩
井
こ
う
議
員
は「
社
会
保

障
と
し

て
の
国

保

（
国

民
健
康

保
険
税
）

を
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
学
校

給
食
費
の
改
定
、
公
立
保
育

園
の
値
上
げ
に
つ
い
て
と
い
う

テ
ー
マ
質
問
し
ま
し
た
。

国
保
税
の
千
葉
県
内
で
の
二

年
連
続
値
上
げ
は
６
自
治
体
、

３
年
連
続
の
値
上
げ
は
３
自
治

体
と
答
弁
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
、
国
保
制
度
が
県

に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
繰
り
入
れ
の
解
消
」
を
県
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

税
の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
い
う
答
弁
で
し
た
。
教
育
長

は「
物
価
高
騰
し
て
い
る
。
給
食

費
改
定
は
当
た
り
前
」
と
答
弁
。

船
橋
ま
さ
る
議
員
は「
上
下

水
道
の

老
朽
化

対
策
」、

「

市

民

生
活
と

ア
ス
ベ
ス

ト
」、「
平
和
都
市
宣
言
に
ふ
さ

わ
し
い
我
孫
子
市
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
答
弁
は「
下
水

道
で
２
０
０
０
㍉
を
こ
え
る
も

の
は
な
い
。
」「
下
水
道
に
つ
い
て

は
定
期
点
検
、
日
常
的
な
巡

視
で
維
持
管
理
の
務
め
て
い
る
」

「
技
術
職
員
の
不
足
は
な
い
か
」

と
の
質
問
に
つ
い
て
は「
技
術
職
、

土
木
技
師
、
建
築
技
師
を
年
３

回
試
験
を
行
な
い
10
％
の
採
用

に
む
け
動
い
て
い
る
」
と
の
答
弁
。

「
水
道
の
漏
水
は
１
日
何
㌧

か
」
の
質
問
に
つ
い
て
は「
年
間

１
０
０
万
㎥
、
１
日
２
７
０
０
㎥

と
考
え
ら
れ
る
」と
答
弁
。

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
に

つ
い
て
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
は
行

な
っ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
は「
県
、

市
は
見
回
り
は
し
て
い
な
い
。

立
ち
入
り
禁
止
、
囲
い
込
み
な

ど
法
律
に
基
づ
い
て
対
応
し
て

い
る
」と
答
弁
。

「
７
月
の
平
和
行
進
へ
の
市
長

の
参
加
を
」
と
の
質
問
に
は「
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
て
調
整

す
る
」
と
答
弁
。
我
孫
子
市
政

を
知
る
上
で
一
般
質
問
は
い
つ

も
な
が
ら
市
政
を
知
る
上
で
大

切
だ
と
感
じ
ま
す
。
（Ｔ
・Ｏ
）
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け
や
き
の
風

◆
３
月
24
日
か
ら
全
国

の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

や
一
部
の
警
察
署
で

「
マ
イ
ナ
免
許
証
」
の

交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ひ
も

付
き
は
健
康
保
険
証
で
批
判

の
声
が
多
く
出
て
い
る
の
を

承
知
で
今
度
は
免
許
証
を
ひ

も
付
き
に
し
ま
し
た
◆
ひ
も

付
き
を
強
行
し
て
い
る
背
景

に
将
来
的
に
は
銀
行
、
郵
貯

な
ど
の
口
座
の
ひ
も
付
き
を

考
え
て
い
ま
す
◆
今
回
の
マ

イ
ナ
免
許
証
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
担
当
大
臣
は
「
講
習

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
出
来

易
く
な
る
の
と
更
新
費
用
が

若
干
安
く
な
る
」
と
し
か
答

え
て
ま
せ
ん
。
逆
に
デ
メ
リ
ッ

ト
で
は
、
免
許
証
の
更
新
日

と
カ
ー
ド
の
更
新
日
の
両
方

を
認
識
し
て
い
な
い
と
カ
ー

ド
の
期
限
失
効
で
免
許
証
も

失
効
と
な
る
こ
と
で
す
◆
ま

た
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

は
①
マ
イ
ナ
ー
免
許
証
だ
け

②
現
行
の
免
許
証
の
み
③
両

方
併
用
の
い
づ
れ
か
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
る
と
示
し
て

い
ま
す
◆
こ
の
よ
う
な
デ
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
マ
イ
ナ
免
許

証
導
入
を
実
施
し
た
の
は
健

康
保
険
証
と
同
じ
で
「
変
更

す
る
必
要
が
な
い
」
「
ム
ダ

使
い
だ
」
と
の
声
が
強
く
出

て
い
る
の
は
当
然
で
す
◆
ま

だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
な
い
人
や
個
人
情

報
を
悪
用
さ
れ
る
と
心
配
な

人
が
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
い

ま
す
。

（
Ｉ
・
Ｏ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

３
月
議
会
を
聞
い
て

質
問
は
会
派
代
表
６
人
と

個
人
６
人
の
12
人

五
本
松
運
動
広
場
２
年
後

に
使
用
で
き
る
予
定

国
保
（
国
民
健
康
保
険
税
）

学
校
給
食
費
の
改
定
、
公

立
保
育
園
の
値
上
げ
な
ど

湖北台中央公園に2016年(平成28年)、団地自治会など５
本が植樹された「染井吉野」満開に、９年間に成長し今
年も皆さんに喜んでいただいています。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
予
定
が
資
材
や
労
賃

高
騰
で
再
検
討
へ

収
入
増
へ
人
口
増
と
ふ
る

さ
と
納
税
工
夫
な
ど
財
政

調
整
基
金
は
約
25
億
円

ゴ
ミ
出
し
説
明
書
、
中
国

語
・
韓
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム

語
な
ど
８
カ
国
語
を
用
意

上
下
水
道
の
老
朽
化
と
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
、
平
和
都

市
宣
言
の
我
孫
子
市
へ

「
年
間
１
０
０
万
㎥
、
１

日
２
７
０
０
㎥
」
の
無
駄

市
内
の
外
国
人
数
が
３
６

４
６
人
50
カ
国
の
ご
み

対
策
や
災
害
時
対
応
な
ど

ア
ス
ベ
ス
ト
立
ち
入
り
禁

止
、
囲
い
込
み
で
対
応

市
長
、
平
和
行
進
へ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
て
調

整
す
る

・
４
月
13
日
10
時

湖
北
台
後
援
会
総
会

・
４
月
30
日
10
時

Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

・
５
月
17
日
２
時

参
議
院
選
勝
利
の
集
い

（
市
民
プ
ラ
ザ
３
階
）

・
６
月
13
日

都
議
会
議
員
選
告
示

（

投
票
日
６
月
22
日
）

・
７
月
３
日
予
定

参
議
院
選
挙
公
示

（

投
票
日
７
月
20
日
）

今
後
の
日
程

2025.4.8
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満
開
の
桜
に
柳
が
そ
よ
ぐ
春

い
ま
未
だ
こ
の
国
平
和
に
見
え
る

ま

七
丁
目

山
野

美
津

痛
み
耐
え
上
体
か
が
め
る
妻
の
今

か

ら

だ

部
屋
の
写
真
は
背
筋
ス
ッ
キ
リ

五
丁
目

鈴
木

明

春
彼
岸
風
樹
の
嘆
き
今
年
又

三
丁
目

松
永
美
穂
子

春
雷
の
音
の
と
ど
ろ
く
夜
と
な
り
ぬ

七
丁
目

柴
田

益
雄

土
手
か
ら
も
さ
く
ら
見
る
人
壕
か
ら
も七

丁
目

山
里

歩

あ
る
あ
る
と
無
い
米
あ
る
と
農
水
省

五
丁
目

一
言
有
三

常
磐
線
天
王
台
駅
南
口

か
ら
徒
歩
約
二
十
分
。
国

道
３
５
６
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
車
や
自
転

車
や
徒
歩
で
何
度
も
前
を

通
過
し
、
そ
の
存
在
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
訪
ね
よ

う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
い
う
の
も
樹

木
が
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ

左
に
数
本
の
樹
木
は
あ
り

ま
し
た
が
、
い
か
に
も
住

宅
地
の
お
寺
と
い
う
感
じ

で
し
た
。
正
面
の
本
堂
脇

に
は
銀
杏
の
木
が
あ
り
ま

す
が
、
ま
る
で
巨
大
な
サ

ボ
テ
ン
の
よ
う
で
す
（
写

真
）
。
境
内
に
は
石
仏
が

二
体
あ
り
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
「
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
銘
の
一
石

五
輪
塔
が
あ
り
、
貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
の
高
野

山
香
取
神
社
の
棟
札
に

「
別
当
西
勝
院
」
と
あ
る

の
は
当
最
勝
院
の
こ
と
で
、

当
時
以
前
か
ら
寺
院
が
営

ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。…

現
本
堂
は
、

昭
和
四
十
九
年
に
新
築
さ

れ
た
。
本
尊
は
不
動
明
王

で
あ
る
が
、
別
に
、
木
造

大
日
如
来
坐
像
が
あ
る
。

…

天
明
五
年
（
一
七
八
三
）

に
は
新
末
新
色
衣
の

許
可
が
あ
り
、
龍
泉

寺
と
の
本
末
関
係
も

確
立
し
た
。…

『
七

番
日
記
』
に
は
、
文

化
七
年
（
一
八
一
〇
）

に
一
茶
が
こ
こ
に
立

ち
寄
っ
た
と
き
、
大

師
詣
り
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
た
と
記
さ

れ
て
い
る…

」
（
我

孫
子
市
史
）
。
い
ま

寺
の
墓
地
の
東
側
は

宅
地
造
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
側

は
成
田
線
。
帰
り
道
、
線

路
に
桜
の
古
木
の
枝
が
垂

れ
花
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

高
野
山
興
旭
山
最
勝
院
真

言
宗
豊
山
派
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

３
月
15
日
「
ピ
ー
ス
ア

ク
シ
ョ
ン
我
孫
子
」
の
半

田
滋
さ
ん
の
講
演
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

レ
ジ
ュ
メ
が
な
く
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
の
講
演
で
し

た
が
、
歯
切
れ
よ
く
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
軍
事
同
盟

の
強
化
の
実
態
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
岸
田
政
権
の
安

保
３
文
書
に
よ
り
な
お
強

化
さ
れ
、
軍
事
費
が
ア
メ

リ
カ
の
要
求
通
り
に
拡
大
、

さ
ら
に
石
破
首
相
に
な
っ

て
、
日
米
一
帯
の
軍
事
体

制
が
出
来
上
が
っ
て
き
た

こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
、
日

本
の
軍
事
費
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

１
％
が
２
％
に
な
り
、
今

後
３
％
以
上
が
要
求
さ
れ

て
く
る
背
景
が
良
く
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
や
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
攻
撃
に
対
す
る
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
姿
な
ど
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
話
が
続
き

興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
74
名
で
し
た

が
、
千
葉
県
知
事
選
の
投

票
日
前
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
質
問
者
の
中
に
は
、

「
千
葉
県
が
許
可
し
て
い

る
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ

る
武
器
見
本
市
を
や
め
さ

せ
る
に
は
」
と
い
う
質
問

が
あ
り
、
半
田
さ
ん
か
ら

は
「
選
挙
で
戦
争
反
対
の

人
を
選
ぶ
し
か
方
法
は
な

い
。
安
保
法
制
に
反
対
し

て
い
る
の
は
、
共
産
党
、

社
民
党
、
れ
い
わ
だ
け
で

立
憲
民
主
党
は
、
安
保
体

制
保
持
の
体
質
で
期
待
で

き
な
い
。
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

立
憲
民
主
党
は
、
民
主

党
時
代
に
安
保
体
制
を
守

る
政
権
と
し
て
政
治
を
し

た
こ
と
か
ら
、
軍
事
費
の

拡
大
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
話

も
あ
り
、
国
会
で
、
財
源

問
題
に
軍
事
費
削
減
に
全

く
触
れ
な
い
わ
け
が
分
か

り
ま
し
た
。

Ｎ

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
、
予
算
成
立

を
受
け
て
記
者
会
見
（
３

月
31
日
）
。
予
算
や
「
政

治
と
カ
ネ
」
を
め
ぐ
る
動

き
の
な
か
で
「
自
公
政
権

の
延
命
戦
略
に
野
党
が
ど

う
対
応
を
し
た
の
か
、
い

わ
ば
野
党
が
ふ
る
い
に
か

け
ら
れ
る
状
況
が
進
行
し

て
い
る
」
と
の
べ
、
維
新

と
国
民
民
主
の
対
応
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

維
新
は
自
公
と
３
党
合

意
を
結
び
「
高
校
授
業
料

の
無
償
化
」
と
引
き
換
え

に
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た

が
、
合
意
に
は
、
国
民
の

医
療
費
を
最
低
４
兆
円
削

減
す
る
と
い
う
『
猛
毒
』

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

今
国
会
の
焦
点
で
あ
る

企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止

を
め
ぐ
り
、
国
民
民
主
は

禁
止
し
な
い
こ
と
で
自
公

と
合
意
。
企
業
献
金
に
し

が
み
つ
く
自
民
党
を
助
け

て
い
ま
す
。

田

村
氏

は

、

両

党
が

「
自
公
政
権
の
補
完
勢
力

で
あ
る
こ
と
が
、
今
あ
ら

わ
に
な
っ
て
る
」
と
の
べ

ま
し
た
。

こ
の
両
党
は
「
高
額
医

療
費
の
見
直
し
」
で
患
者

負
担
増
を
掲
げ
て
い
た
点

も
同
じ
で
、
そ
の
立
場
の

破
綻
も
明
瞭
に
な
っ
て
い

ま
す
。
田
村
氏
は
「
密
室

協
議
で
与
党
と
駆
け
引
き

し
て
も
、
国
民
の
切
実
な

要
求
を
実
現
で
き
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

Ｈ
・
Ｈ

自
公
政
権
助
け
た
維
新
・
国
民
民
主

半
田
滋
さ
ん
の
講
演
を
聞

い
て

軍
事
費
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１

％
が
今
後
３
％
以
上
が

要
求
さ
れ
て
く
る
背
景

立
憲
民
主
党
は
、
安
保

体
制
保
持
の
体
質
で
期

待
で
き
な
い

防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
半
田
滋
さ
ん
日
米

軍
事
同
盟
強
化
の
実
態

を
た
て
横
に
話
す


